


































































 2011 年を境に県内者と県外者の比率が大きく逆転し、現在では県外からの参加者が 7割以上






















































































経済学者のガルブレイスは、将来は GDP(gross domestic product)から GNE(gross national 
enjoyment)の時代へとシフトすると予言した。また宗教学者のハービー・コックスは“to have
”から”to be”の時代に移行すると指摘した。つまり、「どれだけものをつくるか、もつか」
から「どれだけ人生を楽しむか、どのように生きるか」へと価値観がシフトするということだ。
そういう時代を考える時、文学研究や普及活動の蓄積を踏まえた資源的活用は非常に有効だと
思われる。ただ、文化がソースとしてしっかり活かされているか、一過性のエンターテインメ
ントではなく持続可能な文化創造になっているかをしっかりと見極めなければならない。 
上記の例からはその効果としての地域活性化、とりわけ「関係人口」（定住人口でも交流人
口でもない、地域に多様に関わる応援団）を育む点で貢献しているのではないかと感じる。ま
た、人文科学の新しい社会貢献のあり方としても有意義であると考えている。 
